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1.研究目的 

 

 本研究の目的は，鳥取県西部地震域に隣接する島根県東部地震空白域の地殻深部比抵抗構造を求めることで

ある．本講演では，2003 年秋に同地域で実施された広帯域 MT 法観測の概要を報告する． 

 

2.研究の背景 

 

 これまでに京都大学防災研究所並びに鳥取大学工学部を中心とする研究グループは，山陰地方東部において

（鳥取地震（1943 年，M=7.2）の地震断層である吉岡・鹿野断層をはじめとして，鳥取県西部地震（2000 年，M=7.3），

鳥取県中部地震（1983 年，M=6.2）等）顕著な地震の震源域およびそれらを含み日本海沿岸部に沿う帯状の地震活

動域を横切るような測線で，深部地殻比抵抗構造調査を実施してきた． 

 

その結果，山陰地方東部では，東西方向に伸びる地震活動帯に沿って，高比抵抗領域である地震発生層の下，

地殻深部に低比抵抗領域が存在することが明らかになってきた．しかしながら，これまでの研究対象は地震活動域

に限定されており，上述の特徴が地震活動帯でのみ見られるものであるか否かについて答えることができない．こ

のような背景のもと地震活動の空白域における比較研究が必要であると考えた．近年，下部地殻の流体が内陸大地

震の発生メカニズムに関与するモデルが提唱されているが，島根県東部の地震空白域下にも流体を示唆する深部低

比抵抗領域が存在するか否かを明らかにし，既存の構造データと比較検討することにより，山陰地方の内陸大地震

発生の原因および発生の可能性を比抵抗研究の観点から考察する． 

 

3.観測の概要 

 

 2003 年 10 月下旬から 11 月上旬にかけて，島根県東部において図 1.に示すような測線を設定して広帯域 MT

観測を実施した．観測参加者は，６機関，24 名であった(表 1.)地磁気地電流の観測には東工大・東北大・極地研・

震研・防災研が所有する計 13 台の Phoenix 社製の測定装置を使用した．観測項目は，電場 2成分(東西・南北)と

磁場 3 成分(東西・南北・鉛直)とし，宮崎市熊野に磁場参照点を設けた．幸いなことに，観測期間中の 10 月 29

日から 31 日にかけて，全世界的に大規模な二つの磁気嵐が発生し，ほぼ全点において良好な記録を得ることがで

きた．気象庁地磁気観測所ホームページ，磁気嵐に関する速報より一部を引用すると、これらの地磁気嵐の規模は

以下の通りである．日本時間 10 月 29 日 15 時 11 分に始まった最初の磁気嵐では地磁気の水平成分の総変動量は

423nT に達し，1924 年以降に柿岡で観測された磁気嵐の中でも第 19 位にあたる変動となった．また，10 月 31 日

に発生した２つ目の磁気嵐では，354nT の総変動量を記録した． 


